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a 自覚症状

弓皇子I 緒 日

近時都会及び農村に於ける鈎虫の淫浸状況が精査

され，併もその種類別分布状況が漸次判明してくる

に従い，ヅピニ鈎虫とアメリカ鈎虫の生物学的，生

態学的所見が諸家により究明されつつある。併しな

がら両種鈎虫のヒトえの主要感染経路が，経皮・経

口のいづれであるかは数多くの動物実験，人体感染

実験が従来試みられたにも拘らず，必ずしも判然し

たとは云い難い。乙の事は鈎虫のヒトえの感染予防

対策上，早急に解決せられねばならぬ問題として最

近注目されるに至った。� 

Loossが� 1886年比鈎虫仔虫を猿叉わ仔犬lζ経口

的に与えた場合，腸管内lζ寄生して一定の発育をす

る事を認め，次いで� 1904年Kは皮膚より侵入した

仔虫が肺臓・気管・咽頭・食道を経て腸管内で発育

成長する事を報告した。以後� Schaudin (1904)は

猿に，� Carmet &Breton (1905)は犬に於ける経皮

感染実験に成功した。� Fulleborn &Schilling (1911) 

は犬鈎虫を使って経皮的に犬に感染させ，この犬の

気管にカニューレを挿入しておき，このカニューレ

内の分泌物中に鈎虫の幼虫を見出し，後Iζ小腸lζ成

虫を見出した。土屋，宮川(1912)は犬を，鈎虫仔

虫を含む泥棒中に停立せしめて感染させる事に成功� 
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し，経口的に摂取せられた犬鈎虫仔虫は消化液で大

部分死滅するが，消化管壁に侵入した仔虫は体内を

移行して，経皮感染の場合と同様に気管・食道を経

て腸管内で成虫lζ発育するのを認めた。横川・大磯� 

(1925)は犬鈎虫仔虫を経口的lと非固有宿主たる家

兎，鼠l乙与えると，腸壁を買いて肺・気管・食道を

経て腸l乙達するが，固有宿主の犬K与えるとそのま

ま腸管内で発育すると報告した。浅田� (1925)は成

熟仔虫を固有宿主1[経口的lζ与えた場合は体内移行

を営まず，未成熟仔虫を経口的に固有宿主に与えた

場合は体内移行を営むと記載している。三輪(1928)

は犬鈎虫仔虫により犬えの感染実験を経口的，経皮

的に行って成虫を得る事l乙成功し，経口的に与えた

場合は体内循環を行わない事を認めて横川説を支持

した。山口正道・山口操� (1928)は犬鈎虫仔虫によ

る犬えの経口・経皮感染実験に成功したが，その両

者の感染率の差異は認められないと報告している。

明田川(1928)は犬鈎虫仔虫を経口的K犬に感染せ

しめ，その感染率は成犬，幼犬，老犬により異るの

を認めている。松崎� (1939)は同じく犬鈎虫仔虫に

よる犬え感染せしめる場合と非固有宿主え感染せし

める場合とでは体内移行路が異る事を認め，固有宿

主の経口感染の場合のみ体内移行を行わないと説い

ている。江口� (1943)は犬に対する犬鈎虫仔虫の感
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染実験を行ったが，感染せしめる犬の小腸K瞭置場 カ両種鈎虫仔虫の混合経皮，ヅピニ鈎虫仔虫の単独

を作って実験した結果，犬鈎虫仔虫の主要感染経路 経口，ヅピニ鈎虫仔虫の単独経皮の人体感染実験を

は経口であり，経皮は従で、あると断定した。 夫々� 1例宛行い，ヅピニ鈎虫は経口的にも経皮的l乙

鈎虫仔虫の人えの感染実験もその歴史は古く， も感染し，アメリカ鈎虫は経皮的には感染するが経� 

1886年� Leichtensternが経口的人体感染例を発表 口的には感染しなかったと述べている。

し，一方経皮感染については� 1904年� Loossが自家 また，近時鈎虫の疫学的調査が広く，且つ，精細

実験によって経皮的民感染が成立する事を証明し に行われる様になるに従い，永吉� (1956)，牟田口

た。次いで� Grassi (1887)，Pieri (1902)等が経口� (1955)，水野� (1956)等は鈎虫の分布調査により鈎

的r 虫の主要感染経路を推論しようとしている。即ち，c:， Boycott (1905)，Bruns (1905)等が経皮的

K人体実験を行って感染する事を証明した。� 1955年 牟田口� (1955)は農村氏於て鈎虫の寄生率が成人に� 

Beaverは3隻のアメリカ鈎虫仔虫を� 9人の被験者 高いのは農耕作業に関係があり，且つ，ヅピニ鈎虫

に経皮的に感染せしめて，� 5例に排卵を認めている。 がその地方に於て多いのはヅピニ鈎虫仔虫が経皮感

本邦lζ於いてヒトえの経口的感染実験を行ったもの 染を主要経路となすためであると説ふ永吉� (1956)

は大場� (1929)，大磯� (1930)，上田(1943)，川嶋 は宮崎県民於ける調査に際して，アメリカ鈎虫が農

，(1957)，富士田� (1957)，吉田� (1958)，山下� (1958) 村に多く，ヅピニ鈎虫が都市民多いのは，前者が経

等があり，経皮的感染実験を行ったものは，南崎 皮感染を，後者が経口感染を主要なる感染経路とす� 

(1928)，大磯� (1930)，河西(193:2)，梁(1937)，永 るためにかかる相違があるのであると横川説を肯定

井� (1956)，富士田� (1957)，吉田� (1958)，山下(1958) している。

等がある。これ等の実験l乙於いて，使用した仔虫の 宮川� (1956)は宮川� (1912)，岡田� (1930)，等の

種別について見れば次の如くである。即ち大磯はブ 実験と，宮川� (1953)，水野(1956)等の鈎虫分布

ラジル鈎虫仔虫lとより，河西はアメリカ鈎虫仔虫を の調査に於ける成績より，鈎虫の感染経路はアメリ

以って行い，一方ヅピニ鈎虫仔虫を以ってヒトえの ヵ鈎虫，ヅピニ鈎虫の別なく，いづれも経皮感染が

感染実験を行ったのは，梁，上田，川嶋等の諸氏で 主要経路であって，経口感染は従であると説いてい

ある。吉田，富士田はヅピニ及びアメリカ鈎虫仔虫 る。一方横川(1952)は横川・大磯等の実験により

を夫々別々の人民感染せしめているが，両種鈎虫仔 ヅピニ鈎虫は経口感染が主要経路であって，経皮感

虫を同時1[.，同一人に感染せしめて実験を行ったの 染が従であり，アメリカ鈎虫は横川・蒲池� (1944)

は大場の経口感染実験，永井の経皮感染実験並びに 等の実験lとより経皮感染が主要経路であり，経口感

山下の経口，経皮感染実験だけである。南崎� (1928) 染が従であるとした。小宮� (1956)は横川� (1952)の

の自家実験に於いては感染の成立を見た虫種はヅど 説を正しいとして，鈎虫は固有宿主に対しては経皮，

ニ及びアメリカ鈎虫であったが，感染せしめた仔虫 経口いづれの感染経路をもとるが，感染成立えの割

数が不明であり，大場� (1928)，上田� (1943)，永井 合よりみれば，生物学的にはアメリカ鈎虫は経皮感� 

(1956)は完全駆虫を行っていない。吉田� (1958)は 染が，ヅピニ鈎虫は経口感染が主道と見られ，生態� 

ζれ等の点に留意して感染実験を行った。即ちヅピ 学的には地方，地区によりこの反対の場合もあり，

ニ鈎虫仔虫を� 5例に経口的民感染せしめ，� 7例に経 之は生物学的な感染を左右する生態学的な条件，例

皮的に感染を行い3 経口感染例K於いては全例に成 えば生活環境，感染曝露の機会等の差異によるので

虫を認め，� 21--74%の鈎虫感染率を認めたが，経皮 はないかと言っている。

感染例lζ於いては全例lζ成虫を見出し得なかった。 以上の様lζ鈎虫の主要感染経路の決定Kは虫体側

アメリカ鈎虫仔虫Iζ於いては，� 2例に経口感染実験 の条件即ち，生物学的な面よりする研究，例えば人

を，� 3例に経皮感染実験を行い，前者に於いては， 体感染実験及び動物実験等と，宿主の生活環境や状

全例に成虫を見ず，後者l乙於ては� 2例に� 0.66%-- 態、よりみる生態学的な面よりの研究との� 2方面とが� 

0.64%の釘虫感染率を認めた。以上の結果よりヅピ あるが，著者は鈎虫の経皮感染実験を人について試

ニ鈎虫は経皮，経口のいづれでも感染するが経口が みたので報告する。� 

主であり，アメリカ鈎虫は経皮感染が主であると主

張している。山下� (1958)はカプセルによるヅピニ・
11 実験方法�  

アメリカ両種鈎虫仔虫の混合経口，ヅピニ・アメリ 1 実験材料
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1) 実験lと供した仔虫

仔虫はヅピニ及びアメリカ鈎虫の両種共次の如く� 

にしで得た。即ち，ヅピニ鈎虫，アメリカ鈎虫の単

独寄生者の尿を夫々別々に瓦培養法にて� 10日間培

養し，水中花移行した仔虫を遠沈し，仔虫を含む沈

査を別の清浄な瓦の上!r_移し，通常の瓦培養法の如

くに乙の瓦をシャーレ内~r_入れ櫨過水(水道水を鴻

過したもの)を瓦の八分目;迄ひたし，� 27
0

Cの僻卵器

内に再び静置，� 48時間後l乙水中に移行した活濃なる

仔虫のみを実験記使用した。即ち，実験l乙使用する

各仔虫の間!r_vitarity !r_著明な差があれば，その ζ

とのために実験結果に誤りを来すことを恐れ，上述

の如く再培養を行って仔虫の� vitarity の統ーを考

慮した。

2) 感染仔虫数の計算法

人の皮膚の上に作用させた仔虫数の計算は平川氏

法(1957)によった。即ち，仔虫含有液を適当な密� 

度比し，この液の中K直径� 0.3 mm~0.5mm，長サ

80--100mmの硝子毛細管の一端を挿入すると，仔

虫含有液は毛細管現象lとより管中を上昇する。仔虫

含有液が約� 60mmの高サl乙迄達した時速やかに硝

子管をとり出し，硝子管の周囲をガーゼで拭ぃ，載

物ガラスの上にのせ，その一端を伴創膏で固定し，

十字動装置を用いて一端より他端に仔虫数を検鏡計

算した。次にその仔虫含有液を静かに吹き出し実験

に供した。使用後硝子管を再び検鏡によって管内の

残存仔虫の有無を検し，残存仔虫があればその数を

始めの仔虫数より減じて実際児実験に供した仔虫数

を算出した。� 

2 被験者

第� 1例，第2例，第� 3例は女子で某看護学校生徒，

第 4例は都会民居住せる男子学生である。いづれも

こ乙数年来鈎虫感染の機会が認められなかった者で

ある。感染実験前l乙数回にわたり硫苦加食塩水浮排

法� (3本値)並びに瓦培養法� (2枚値)にて検査を

行い，鈎虫卵及び同仔虫は勿論，他の虫卵や仔虫も

すべて陰性であった者である。また，感染実験後の

重感染を避ける意味から，実験時期を特に冬期lζ選

んだ。� 

3 感染方法

感染部位は第� 1例，第2例，第3例は手背を，第� 

4例は足背を選び，いづれも右側にはヅピニ鈎虫仔

虫を，左側にはアメリカ鈎虫仔虫を作用させた。

実験時期は� 11月下旬から� 12月上旬にかけて行つ� 

感染実験時の外界温は表� 1I乙示す如く� 250C と

180Cの二通りであったが，室温が� 180Cであったの

で外界温を� 250C Iとするためには両側前醇より先の

部分のみを顕微鏡保温器内に入れ，乙の保温器内の

温度を� 250CK保った。

実験は次の如くに行った。即ち，手背または足背

の中央部Ki慮過水を主漉づつ夫々滴下し，乙の水滴

の中K前述の硝子毛細管を挿入して静かに中の仔虫

を吹き出し，硝子管を検鏡して残存仔虫数を求め，

始めの仔虫数より減じて実験に供された仔虫数を算

出した。仔虫を吹き出してより� 1時間，充分K皮膚

の変化を観察し乍ら水滴の大いきに留意し，水分が

蒸発し尽す慎れのある場合は，水を補充した。かく

て 1時間後応大量の櫨過水で局所を充分に水洗し� 

?こ。これ等の洗日産水は遠沈を 3回繰返して行い，そ

の中に含まれた未侵入仔虫数を検鏡により求め，先

lζ作用せしめた仔虫数より� ζの未侵入仔虫数を減じ

て，皮膚よりの侵入仔虫数を求め得た。尚乙の洗糠� 

水中に見出されたヅピニ鈎虫仔虫はすべて活穫は動

き，アメリカ鈎虫仔虫も温熱刺激Iとよりすべて活穣

に動いた。また全例に仔虫の被鞘が数箇づつ見出さ

れた。

例 INo.11 No.2! No.21 No.31 No.4 

令� l財|町|財� [20才� /21才

|♀|♀|♀|♀|合
外界温�  118

0 

CICICICj18
0

18
0 

25
0 

25
0 

C 

ヅ出器叫23隻1
132隻� 

1
59隻� 

1
1叫2隻

ビ� 
10隻入|時1

ニ虫
22EZ

98.3 I 
/49隻|時|時

% 7.5 [ωI46.4/ 40.6I	 I 
37隻120隻34隻ア盟主|沖地� 

リ仔I~室長入 /112隻 I 44隻
1

1
23隻/7

1

5隻|時� 
% 80.0 36.6 I 52.862.1 IωII 	 I / 


III実験成績 
  

こ。T 1 皮膚侵入仔虫数

1 
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a まえがき

鈎虫仔虫が皮膚より侵入する場合，その機転につ

いては� Looss(1911)を始めとして本邦でも種々研

究されて来た。北村� (1930)は犬にたいしての動物

実験lとより仔虫の皮膚よりの侵入に対しては毛嚢及

び汗腺が関係ありと説き，笹田� (1943)は毛嚢及び� 

皮膚欠損部より侵入する事を証明した。分島� (1920)

は向光性と向熱性を肯定したが，山口� (1930)は日� 

光の照射は関係がないと述べている。西村� (1958)

は温度の差による仔虫の組織侵入性が異る事を記し

ている。即ち，既知数のヅピニ鈎虫仔虫，犬鈎虫仔

虫を夫々別々に水道水と共にシャーレ内に入れ，乙

の中lと更に家兎小腸を洗糠したものに人血清を入れ

て両側を緊縛して腸結型にしたものを入れる。� ζの

シャーレを所定の温度の瞬卵器内lと静置し，鈎虫仔

虫と血清を入れた小腸とを� 2時間接触せしめた後，

小腸を取り出し水洗した後にその組織内及び血清内

え侵入した仔虫数の実数を求めた。かかる方法Kよ

り水温の差により仔虫の組織侵入性の差を見たので� 

ある。著者は鈎虫仔虫の人えの経皮感染時に外界温

によってその侵入数民相当差があるのではないかと

考えて，ヅピニ及びアメリカ鈎虫仔虫を以って，種

々なる外界温のもとに於いて経皮感染実験を試み

Tこ。

b 成 績� 

表� 11と示す如き成績である。

第� 1例� 18才女子。感染実験日� 11月30日。室温

180C。実験前手背K輝裂性湿疹が存し，実験前自に

クレゾール石鹸水で、手を洗糠した処，輝裂がより増

悪し，皮膚欠損部が存在した。右手背lとヅビニ鈎虫

仔虫� 123隻，左手背l乙アメリカ鈎虫仔虫� 140隻を作� 

用させ，� 1時間後l乙両手背を充分に水洗し未侵入仔

虫数を求めた処，夫々� 2隻と� 28隻であった。従って

皮膚侵入仔虫数はヅピニ鈎虫仔虫� 121隻，� 98.3%， 

アメリカ鈎虫仔虫� 112隻，� 80%であった。

第� 2例� 19才女子。感染実験日� 11月30日。室温� 

180C。右手背にヅピニ鈎虫仔虫� 132隻，左手背広ア

メリカ鈎虫仔虫� 120隻を作用させ，� 1時間後充分に

水洗し，未侵入仔虫数を求めた処，夫々� 112隻，� 76 

隻であった。従って皮膚侵入仔虫数はヅピニ鈎虫仔

虫� 10隻，� 7.5%，.アメリカ鈎虫仔虫� 44隻，� 36.6%で� 

あった。仔虫作用後6日間，局所皮膚変化は自覚的� 

並びに他党的K症状が皆無であったので， 6日後l乙

再感染実験を行った。

感染実験日� 12月6日。当日の室温が� 180Cであつ

たから，外界温を� 250CK保つ為，感染方法の項lζ

於て述べた如くに保温器を� 250 
CIL保ち，然る後に

実験を行った。右手背にヅピニ鈎虫仔虫59隻，左手

背Kアメリカ鈎虫仔虫� 37隻を作用させ，� 1時間後に

充分に水洗し，未侵入仔虫数を求めたと� ζろ，夫々

10隻，� 14隻であった。従って皮膚侵入仔虫数はヅ

ピニ鈎虫仔虫49隻，� 83%，アメリカ鈎虫仔虫23隻，

62%で、あった。

第3例� 20才女子。感染実験日� 11月30日。当日

の室温が� 180 
Cで、あつTこから，外界温を� 250 

CIL保っ

為，感染方法の項に於いて述べた如くに保温器を操

作し，然る後lζ実験を行った。右手背にヅピニ鈎虫

仔虫� 112隻，左手背にアメリカ鈎虫仔虫� 120隻を作

用させ，� 1時間後に充分に水洗し，未侵入仔虫数を

求めた処，夫々� 60隻，� 45隻であった。従って皮膚

侵入仔虫数はヅピニ鈎虫仔虫52隻，� 46.4%，アメリ

カ鈎虫仔虫� 75隻，� 62.5%であった。

第4例� 21才男子。感染実験日� 12月6日。痘温

180C。右足背にヅピニ鈎虫仔虫� 32隻，左足背にア

メリカ鈎虫仔虫� 34隻を作用させ，� 1時間後K充分に

水洗し，未侵入仔虫数を求めたととろ，夫々� 19隻，

目隻であった。従って皮膚侵入仔虫数はヅピニ鈎虫

仔虫� 13隻，� 40.6%，アメリカ鈎虫仔虫� 18隻，� 52.8% 

であった。� 

c 小 括

未Tご鈎虫感染が認められなかった� 4名の被験者に

外界温が� 18
0 

Cまたは� 25
0 

Cのもとに，右手背または� 

右足背Kヅピニ鈎虫仔虫を，左手背または左足背広

アメリカ鈎虫仔虫を，同一人民同時に作用せしめて

仔虫の皮膚侵入率を求め，次の成績を得た。

1) ヅピニ鈎虫仔虫は手背に於いて，� 18
0

Cの外界

温のもとでは� 98.3%，7.5%の侵入を見，� 25
0

Cの外

界温のもとでは� 83%，46，4%の侵入を見た。足背に

於いては� 18
C
Cの外界温のもとに� 40.6%の侵入を見

た。

2) アメリカ鈎虫仔虫は手背に於いて，� 18
0

Cの外� 

界温のもとに� 80%，36.6%の侵入を見，� 25
0

Cの外界

障のもとには� 62.1%，.62.5%の侵入を見た。足背に

於いては� 18
0
Cの外界温のもとには� 52.8%の侵入を

見た。

2 鈎虫仔虫による皮膚災

a まえがき

鈎虫仔虫の皮膚侵入と共I r.，之を原因としてその

部l乙生ずる皮膚炎については� Looss(1904)が最初

に自家実験に於いて，手背及び指聞に紅斑，丘疹，腫
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脹を認め，丘疹消失までに� 2週間を要し，灼熱感，掻

痔感を伴ったと報告した。次いで� Boycott (1905)も

丘疹様小紅斑の生ずるのを認めた。� Beaver. (1955) 

は3隻のアメリカ鈎虫による� 9例の人体実験に於い� 

て，全例lζ紅斑と丘疹を見たと述べている。本邦に

於いては，河西� (1930)はアメリカ鈎虫仔虫による

人体実験に於いて，紅斑，正疹が生じ，約3週後l乙� 

消槌するを見，大磯はブラジル鈎虫行虫lと依る人体

実験に於いて，丘疹，紅斑，腫脹を認め，且つ，� 1 

例に於いては服嵩淋巴腺の化膿を認めたと報告して

いる。然して前記両者とも自覚症状として掻痔感，

灼熱感を記載している。永井� (1957)はヅピニ及び

アメリカ鈎虫仔虫と犬鈎虫仔虫による人体実験，動

物実験を行い，丘疹，紅斑，腫脹を認め，時比水泡

を生じ後lζ色素沈着を残し，約2週間で健常皮膚l乙

復すると述べている。著者は鈎虫仔虫数並びに虫種

別Ir.，皮膚炎を観察し得たのでこ乙� l乙報告する。

b 成 績

表� 2，表� 3K示す如くである。

1. アメリカ鈎虫仔虫による皮膚炎

第� 1例皮膚侵入仔虫数� 112隻を認めた。仔虫作

用後� 15分にして局所に掻痔感を訴え，以後掻痔感

は断続的l乙続いた。� 1日後掻痔感は劇甚となり，粟

粒大の紅斑を� 3個生じた。 2日後の掻痔感並びに紅

斑の状態は，前日と同様であった。� 3日後の紅斑の

周囲は腫脹して丘疹となり，� 4日後に紅斑，丘疹は

融合して栂指頭大の大いきになった。� 5日後には掻

厚感梢減弱し，� 6日後になると掻痔感は一応消失し

第2表 アメリカ鈎虫仔虫lと依る皮膚炎の成績� (No.1 ~No.3は手背，� No.4は足背〉

高lilょす??門前�  15'[30'1判 2011Tト仲5仲!吋31ベ吋
自覚症状

掻痔感�  ++ 十� -It+十 十� ++ 
疹痛�  

1 112 紅 斑� ++十 十十 十|ート� + 
他覚症状 色素沈着�  +1+ 

丘 疹� +十十 +十  ++i+l+ 

自覚症状
掻痔感

広痛�  

2 44 紅 斑

他覚症状 色素沈着

丘 疹

自覚症状
掻犀感�  ++十 +++十� ++ 
広痛 一� +++十� + 一� 

2 23 紅 斑 十 十 十 十 十� + 
他覚症状 淵*色沈着

丘 疹

自覚症状
掻痔感 十� + 
広痛�  

3 75 紅 斑

他覚症状 色素沈着

ー丘 疹

自覚症状
掻痔感

広痛�  

4 18 紅 斑

他覚症状 色素沈着

丘 疹
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第3表 ヅピニ鈎虫仔虫lと依る皮膚炎の成績� (No.1--No. 3は手背，� No.4は足背)

6TI7Tjlwjzw州市[6W覇制叫昨|直直iJ工「喧;??一『引引問TFFi同同州州白叫1ト同川叫0'11明� 却刊咋仲仲沖巾叫判円阿同仲前判叫吋卜5'13十|卜� 

掻痔感�  + 十十 十十� 十十+ + 4十 +自覚症状
悲痛�  + + 十+ + + + +1-

1 121 紅 斑� 十+ + + + + +十 +十 +十 + + + + 
他覚症状 色素沈着 十� + 一

丘 疹 十++ ++ 十+ ++ + ±+十 一-

掻痔感
自覚症状

疹痛�  

2 10 紅 斑

他覚症状 色素沈着 一

+ 
+ 

正 疹


掻痔感 
 一 十� 十� 十+ +
自覚症状

悲痛�  十 十� +1+ 
2 49 紅 斑� + 十� + 十� + + + 

他覚症状 色素沈着�  

Hl

+ 
丘 疹� +++ 

自覚症状
悲 痛ー�  

3 52 紅 斑

他覚症状 色素沈着 一
丘 疹


掻庫感 

自覚症状

悲痛�  

4 13 紅 斑

他覚症状 色素沈着 一
丘 疹

前日と同様の状態であった。� こ。7紅斑，丘疹も漸次縮少して来� 1週後は時比掻痔 6日後になって掻庫感

感を中等度に訴えたが，� 3週後lとは掻痔感全く消失 は消失し，紅斑も漸次槌色し，� 7日後lと健常皮膚に

し，紅斑は暗祖色の色素沈着を残した。� 4週後丘疹 復した。

は消槌し，色素沈着のみ残存したが，� 5週後には色 第 3例皮膚侵入仔虫数 75隻を認めた。仔虫作

素沈着も漸次槌色し，� 6週後Iζ健常皮膚に復した。 用後 1時間で軽度の掻庫感を訴えたが，� 2時間後Iζ

第� 2例皮膚侵入仔虫数� 44隻を認めた。仔虫作 は消失した。以後局所皮膚変化は異常を認めず，又

用後6日間，局所皮膚変化は自覚的並びに他覚的に 自覚症状も皆無であった。

皆無であった。� 6日後に再感染実験を行った。 第4例 皮膚侵入仔虫数� 18隻を認めた。仔虫作

再感染時，皮膚侵入仔虫数� 23隻を認めた。仔虫 用後局所皮膚変化は自覚的並びに他覚的に異常を認

作用後� 40分にして軽度の掻痔感を訴え，漸次増強 めなかった。

したが，以後掻痔感は断続的K続いた。 1日後掻痔 2. ヅピニ鈎虫仔虫による皮膚炎

感は中等度だったが，指の屈伸により底痛を伴い， 第� 1例 皮膚侵入仔虫数� 121隻を認めた。仔虫作

栂指頭大の大いきの紅斑を生じたが，丘疹は認めら 用後� 15分にして掻痔感を訴え，� 25分後には摩u甚と

れなかった。� 3日後，� 4日後，� 5日後の皮膚所見は なり広痛を伴った。� 35分後に掻痔感は尚劇甚であ
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り，粟粒大の紅斑� 6箇を生じた。以後掻痔感は断続 持続期間は 4~5 週間であった。

的に続き広痛を伴う。� 1日後掻淳感は劇甚で，紅斑� 3 症 状

の所見は前日と同様の状態であった。� 3日後に紅斑� a 自覚症状

は融合して鶏卵大の大いきとなり膨疹となった。� 4 イ まえがき

日後・� 5日後の皮膚所見は前日と同様の状態であっ 鈎虫仔虫の人体経皮感染実験に於ける自覚症状は

たが，� 6日後に掻痔感は消失した。� 1週後には膨疹� Looss (1904)の報告によれば，咽頭，気管に炎症

の上に更に粟粒大の丘疹2箇を生じた。� 2週後，� 3 を生じて，榎戸，� g客疾，咳欺，咽頭痛等を主要な症

週後の皮膚所見は前週と同様の状態であったが，� 4 状とするとしている。南崎(1928)は経皮感染実験

週後になると膨疹は消槌し始め，紅斑は暗槌色の色 に於いて，感染後3日目より咳轍，榎戸，塔疾を生

素沈着を残存した。� 6週後江健常皮膚l乙復した。 じたと報告し，大磯� (1930)はブラジル鈎虫仔虫に

第2例皮膚侵入仔虫数� 10隻を認めた。仔虫作 よる� 3例の感染実験K於いて，全例κ咳敗，曙疾，

用後6日間，局所皮膚所見は自覚的並びに他党的に 項戸を認め，河西(1932)はアメリカ鈎虫仔虫によ

皆無であったので� 6日後lと再感染実験を行った。 る3例の感染実験記於いて全例lζ同じく咳歎，曙疾，

再感染時，皮膚侵入仔虫数49隻を認めた。仔虫 暖戸を認め，両者とも感染後約� 3日目より自覚症状

作用後40分にして掻痔感を訴え，以後掻厚感は断 が現われたと報告している。吉田� (1958)はヅビニ

続的に続いた。� 1日後掻痔感を前日と同様に訴え， 鈎虫仔虫により� 7例K，アメリカ鈎虫仔虫lとより� 4

指の屈伸により疹痛を伴い，栂指頭大の大いさの紅 例K，経皮感染実験を行い，前者にのみ 1例lζ中等

斑を生じたが，腫脹並びに丘疹は認められなかった。 度の若菜病症状を認めたが，その自覚症状はヅピニ� 

2日後より� 5日後までの自覚症状と局所皮膚所見は 鈎虫仔虫による経口感染実験K於いての自覚症状よ

前日と同様な状態であった。� 6日後民掻痔感並びに りも軽度であり，且つ経皮感染実験に於いては自覚

広痛は消失し，紅斑も漸次褐色して来た。� 7日後に 症状が生じ難いと述べている。著者は� 4例の両種鈎

紅斑は消極し，健常皮膚に復し7こ。� 10日後に再び‘小 虫仔虫混合経皮感染実験lζ於いて，全例に軽度より

指頭大の大いきの紅斑と揖指頭大の大いきの膨疹を 高度の自覚症状を認めたので報告する。

生じたが，� 3週後には紅斑は暗褐色の色素沈着を残 ロ成 績

し，膨疹も縮少して来た。� 4週後lと健常皮膚lζ復し 第� 1例表4K示す如く，感染実験より� 4日後に

た。 咽頭部並びに耳目部に掻痔感を覚え，� 5日自民慶戸，

第� 3例皮膚侵入仔虫数� 52隻を認めた。仔虫作 肩凝が生じた。� 9日自に咳轍及び曙疾の排出を見，

用後，局所皮膚変化は異常なく自覚症状も皆無であ 慶声，も掻痔感は尚共lζ強度で、あった。� 10日自には慶

った。 戸強度のため，無戸の状態となり，腰蝦は夜間時特

第� 4例皮膚侵入仔虫数� 13隻を認めた。仔虫作 に劇甚で，且つ発作的にあらわれ，ために不眠を訴

用後，局所皮膚変化は自覚的並びに他覚的l乙皆無で、 え食思不振となった。� 11日自に曙疾は生臭い臭気を

あった。 有し，頭重，易疲労を訴えた。� 11日目，� 12日目，� 13 

c 小 括 日目� IL.Neo・arsenobenzolの注射を行ったところ，

ヅピ二，アメリカ両種鈎虫仔虫を夫々別々に，同 咳蝦，略疾は柏減少したが，夜間lζ心停充進を覚え

一人の手背または足背に作用せしめ，仔虫が皮膚よ� 7 15日目，唱'疾は殆んど塔出されず，頃声，掻座こ。� 

り侵入する際に生ずる皮膚炎を観察した結果，次の 感も軽快したが，咳搬なお劇甚のため� Cortisoneの

如き成績を得た。 注射を行った。� 17日目，� 20日目，� 24日自に咳噺，� 

1) アメリカ鈎虫仔虫による皮膚炎は� 4例中� 3例 慶声の程度が強度で、あったので、� Cortisoneと� Neo-

K認め，� 2例は掻庫感，悲痛の自覚症状と紅斑，色� arsenobenzolの注射を行ったが，上記の症状は梢

素沈着，丘疹等の他覚的症状を認め，皮膚炎の持続 軽度となるも，なお，肩凝，頭重を訴えた。� 30日目

期間は� 1--4週間であったが，他の� 1例は掻痔感の より� Prednisoloneを9日間にわたって服用せしめ

みで，他党症状は認めなかった。� たところ，暖戸，肩凝，頭重の症状は消失したが，

2) ヅピニ鈎虫仔虫による皮膚炎は� 4例中� 2例に 軽度の咳現実と胸内圧迫感が残存した。� 44日目より咳

観察され，いづれも掻痔感，広痛等の自覚症状と紅 敗が再び劇甚となり，頭重を訴え，培、疾が排出され，

斑，色素沈着，丘疹等の他覚症状を認め，皮膚炎の 下痢，肩凝，易疲労の症状も現われたので� 50日目
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第4表 自覚症状と血液所見(第1例)

白 赤 ザ

酸好 網状赤
血 比 暖 咳� ij客

圧迫胸感内 dミ
下 悪 易 肩 食 頭� 'U 

思 '俸日 血 血 リ 疲

球万1| !% 球%1謀(間沈1値時) 
不� 1c 

球 重 声 取疾 痢� 'U 労 探 振 重 進

前� 6200 428 86 2.0 3 3 52 

4 + 
5 + +十 + 
9 十十 十 + 十件� 

10 *ト 十件 + + + 
11 7200 451 90 10.0 5 十十 朴ト +十 + + + 
12 十� -¥t + 十� + 
13 十� + + 十� 

15 + 十件� + 
17 6600 432 86 11.0 6 判+ 計十� + 
20 十十 十十 +十 

24 十 十 十� + 十� 

27 9600 443 88 14.0 4 12 54 十 十� + + 
30 十� + + 一� 
34 + + + 
41 7400 435 82 31.5 5 52 + 
44 13400 442 86 40.0 6 14 +一 十件 十十 十� + 十 ート� 

50 十 +十 十 十� 

52 8800 426 85 38.0 5 54 十� + + 十� 

66 9600 441 86 39.5 6 + +十十 + 十� + 
70 + + 十 十 十� 

80 8200 418 82 38.0 4 10 52 + + + 十� + 
90 12200 420 84 27.0 3 + + + + 
94 7600 457 92 24.5 2 + 十� + 
101 6400 438 87 24.0 3 9 54 + + + + 
108 10800 410 80 20.0 4 2 54 + + + 
115 8000 450 91 21.5 3 + + 
121 8600 446 88 20.5 4 + 土� + 
128 7000 441 85 21.0 2 + 
133 8800 461 90 21.0 3 5 54 + 

l駆 虫� N a2ii A d ♀4 十

凶� I7200 I475 I94 I10.5 I4 I + 

!駆 虫� N.a. ♀4 A.d. 合1 + 
147 6000 431 85 10.5 7 十� 

169 3.5 

N. a.: N ecator americanus 

A. d.: Ancylostoma duodenale 

より� 4日間� Prednisoloneを服用せしめたところ， 漸次消失したが，� 90日目より悪心，食思不振等の消

咳殿，塔疾は消失した。� 66日目より咳殿が再度劇甚 化器症状を訴え，肩凝，易疲労等の全身症状も認め

となったので� Prednisolone を2日間服用せしめ られた。� 108日自には耳口部及び咽頭部の掻痔感と

た。� 70日目より咳敗，曙疾，暖声等の呼吸器症状は 肩凝のみを訴え，その他の全身症状は消失した。� 128 
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日自民は上記掻痔感のみ存し，その他の症状はすべ� 

て消失したが， 乙の掻淳感のみは第� 2回駆虫後，� 4 

週目迄訴えた。

第2例，表� 5Iと示す如く感染実験後� 11日自に胸

痛を訴え，咳験が出現した。� 12日自民咳轍は中等度

に認められたが，� 13日目は胸痛のみを訴えた。� 14日

目に咳蝦が再び現われ，胸痛を訴えたが，� 15日目に

なって咳殿は消失し，胸痛も認められなかった。� 18

日目より� 3日聞にわたって悪心を訴えたが，呼吸器

症状は認められなかった。� 29日目より再び軽度の咳

殿が出現したが，� 45日自になって咳取は消失した。

66日目より� 3週間にわたって時々心惇充進を訴え，� 

80日目より肩凝，易疲労の全身症状が認められたが

101日自には肩凝のみ訴え，� 110日自には自覚症状

はすべて消失した。なお，全期聞を通じて暖声， Il客

疾は認められず，下痢，腹痛，頭痛等も訴えなかっ

?こ。

第� 3例表61r示す如く，感染実験後� 3日目より

腹痛を訴え，� 6日目，� 7日目と昭疾を排出し，便秘

を認めた。� 8日日より軽度の咳蛾を生じたが，� 9日

目には咳搬は一応消失し，異常醸酵を訴えた。� 10日

自民再び咳轍が出現し，曙疾を排出し，異常醸酵を

訴えたが，� 12日自には曙疾を排出するのみで、あつ� 

日目迄は格別の自覚症状を認め74日目より14こ。t

第5表 自覚症状と血液所見(第2例)

日4染感後w 
白 赤 ザ 好

網状赤
血 比 胸 悪 屑� dむ 易� 

d惇

血 血 酸

(値1沈時)間� 
JL 

疲

球 球 万� iμ| 球� % 
血球

重| 取 痛 心� l競 進 労� 

v目孟tr 8200 432 87 。7 4 54 一� 

11 + + 
12 +十 十� 

13 6600 461 92 1.0 4 + 
14 十十 + 
15 

18 + 
20 8600 431 86 。5 + 
27 7200 447 89 7.0 4 5 54 + 
29 十� 
41 8600 463 90 14.5 8 

45 14200 467 90 25.0 6 9 54 

52 11000 472 92 38.0 5 6 54 

66 7000 431 86 38.5 5 十� 

80 8400 439 82 17.0 8 + + + 
90 7600 413 82 15.5 4 + + 
94 7200 437 88 17.0 3 + 十司，� 

101 8600 422 84 10.5 6 + 
108 10600 438 83 11.0 6 7 54 

115 11400 439 86 11.5 5 

121 9600 458 92 9.0 3 

128 6600 462 92 9.5 3 

456 88 8.0 2 

庫区 虫� N.a. ♀合� 61 

136 2.5 

140 8200 460 90 1.5 6 4 54 

l駆 虫 (ー)

印� I8000 I仏� 5 I87 ¥ 1.0 j7 I 
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第6表 自覚症状と血液所見(第3例〉

白 赤 ザ 好
網状赤

血 比

酸日 血 血
球

血球 値(l沈時)間球 球 万� % % 重

目IJ 6000 443 88 2.5 9 7 

3 

6 

7 

8 

9 

10 

12 

13 6200 441 88 1.5 10 

20 7400 420 86 5.0 5 

27 6200 431 84 3.0 6 6 54 

39 5800 438 88 2.5 5 

45 5200 450 90 2.0 4 9 

51 7000 449 88 1.5 6 

66 8000 452 90 1.4 5 

75 

80 6200 463 94 4.0 8 3 54 

90 8400 442 86 2.0 3 

94 7800 456 89 2.5 2 

101 5200 461 92 1.0 4 4 

108 5400 452 93 2.0 3 8 54 

115 6600 449 90 1.5 2 

121 7000 462 92 1.0 5 

128 5200 463 94 4.0 6 

133 5000 473 95 3.5 3 

140 6200 489 96 2.0 4 5 54 

馬区 虫 (ー〉

山[6000 1477 I95 I2.0 I 

暖 咳 曙

+ 
+ 

声 噺; 疾

一 一

十� 

十� 

+ 

十� 

+ 

腹

痛

一
十� 

十� 

肩

凝

一

震
使

+ 
+ 

口 秘、
、ーノ

一

十� 

異

常

+ 
+ 

酸

酵

一� 

得なかったが，� 75日目より� 4日聞にわたり，榎戸，

腹痛を訴えた。� 90日目より� 2日間，耳口部の軽度の

掻痔感を訴えたが，以後駆虫l乙至る迄，格別の自覚

症状は認められなかった。なお，全期間を通じて肩

凝，易疲労の全身症状は出現せず，咽頭部の掻痔感

も訴えなかった。

第4例� Penicilin の注射に際し過敏症を示す者

であるが，表� 7rc.示す如く，感染実験後 11日目よ

り咳敗及び唱疾の排出を認め，� 13日Fより榎戸，頭

重をも訴えた。� 14日自民麗声は中等度となり，咳欺� 

日目の16日目，15客疾の排出を認め，11は増強して

自覚症状は前日と同様の状態であった。� 17日自には

暖戸， ~受験は軽度となり，曙疾も減少したが，なお，

頭重を訴えた。� 20日自民� I裏声は消失し，� 22日目に

は暖取及び略疾の排出も認められなかったが，神経

痛を訴えた。� 23日目，� 24日目は腹痛，下痢を訴え

たが，以後駆虫日迄，格別の自覚症状は認め得なか

った。

なお，全期聞を通じて咽頭部及び耳口部の掻痔感

を訴えず，肩凝等の全身症状も出現しなかった。

ハ小括�  

.4例の人体経皮感染実験に於いて，全例l乙自覚症

状を認め，次の成績を得た。� 

1) 呼吸器症状全例l乙咳搬を認めたが，� 1例は

特に劇甚で，且つ，長期間にわたって認められた。

日客疾は� 3例l乙於いて認められ，� 1例は生臭い臭気を
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第7表 自覚症状と血液所見(第4例)

白

日 血

球

赤

血

球万� 

ザ 好 血 比
網状赤

罵
リ

血球 値(1沈時)間| 雷昌
1 %，球%

暖

声

咳

取

略

疾

腹

痛

下

痢

軟

便

神

経

痛

頭

重

日日� 7600 510 100 4 6 2 60 一� 

11 + + 
13 + + 十� + 
14 +十 十十� + 
15 十十 十十� + 
16 十十 十十� + 
17 十� + + + 
20 十� + 
22 + 
24 + + 
28 5800 501 95 3.5 7 7 60 

34 5200 490 98 7 6 

41 5400 501 100 4.5 8 

56 7400 490 99 6.5 8 

67 7800 503 100 2 7 

77 5000 510 101 3 9 5 60 

88 5400 520 110 4 6 

98 7000 510 106 1 9 

113 6600 491 96 5 5 

駆

135 I7200 I 

虫� N.a. ♀1 

4 

有していた。榎戸は� 3例に出現し，� 1例は無戸の状

態になった。� 

2) 循環器症状� 2例K心惇充進を認めた。� 

3) 全身症状� 2例に肩凝，易疲労を認めた。� 

4) 耳口部並びに咽頭部の掻痔感は� 2例l乙認めら

れ，胸痛は� 1例が訴えた。� 

b 血液所見

イまえがき

鈎虫症及び鈎虫保有者の血液像K関する研究は従

来幾多の業績があるが，これ等の研究の多くは鈎虫

を現に保有する者についての血液所見を述べている

ものが多く，鈎虫の症状の発来機転としての感染数

と共と，感染よりの時間の経過をも考慮K入れて考

察するのでなければ，実際の血液像の変化を理解し

難い。� ζのためには人体感染実験による観察のみが

正時を期し得る。河西(1930)はアメリカ鈎虫仔虫

IL.よる経皮感染実験lとより白血球数が� 1週後より増

加し，第l期，第2期，第3期の増多の山を示し，そ

の数は� 1万以上となり，好酸球は感染後数日より増

加を来して，白血球数の山とほぼ一致した時期比そ

の山を作り，以後漸減したと述べている。梁(1937)

はヅピニ鈎虫仔虫の感染実験lとより，白血球数の増

加と好酸球の増加を認めている。著者は人体経皮感

染実験を� 4名の被験者について行い，時日の経過に

従った血液所見の変化を追求したので報告する。

ロ 検査方法

白血球数と赤血球数は所定の方法lとより� Thoma

氏計算板を用いて計算し，血色素は� Sahli氏法によ

り算定した。好酸球は� Giemsa 氏染色法により染

色し，白血球400箇中の好酸球数より百分率を算出

した。網状赤血球は� Pappenheim氏法lζより算定

し，赤沈は� Westergren氏法lとより，血液比重は

硫酸銅法lとより求めた。

ハ 成 績

表� 4，表 5，表� 6，表71ζ示す如く，白血球数，好

酸球百分率を除き，その他の赤血球数，血色素，網

状赤血球数，赤沈，血液比重は著変を認め得ず，い

づれも正常範囲内の移動を示す値であった。
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白血球数� 1. 

第� I例感染前は�  6200であったが，� 44日自に� 

13400となったが，以後梢減少し， 更に� 90日自に� 

12200となり，再び漸減し，更に� 108日自に� 10800

と増加し，以後は漸減して駆虫後� 10日自にして正� 

常値l乙復した。

第2例感染前は�  8200であったが，� 45日自に

14200，52日自民� 11000と増加し， 以後は一時減少

の傾向を示したが，更に� 108日目，� 115日自に夫々

10600，11400と増加した。然し乍らそれより以後は

増加する事なく，駆虫後� 10日自民は� 8200と正常値

K復した。

第3例，第4例共Jと著変を認めず，正常範囲内

の移動を示す値であった。

2. 好酸球�  

第 1 例感染前は 2~るであったが， 11 日自に 10 

%， 27日自民� 14%，41日自民� 31%と漸増し，� 44日

自民� 40%と最高値を示した。� 80日目迄� 38%以上の

値であったが，� 90日自に� 27%と漸減し，以後� 133 

日目迄lζ21%と更に漸減した。第� 1回駆虫lとより，

5日後に� 8折半減したが，第� 2回駆虫後� 6日自には

なお，� 10%の値を示した。第� 2回駆虫後� 28日自に

3.5%と正常値に復した。

第2例感染前は�  0%であったが，� 27日目R.7%，� 

41日自民� 14.5%，45 日日比 25% ， 52 日自民 38~告と 

漸増し，� 66日自民� 38.5%と最高値を示した。� 80日

自民は� 17%と減少し，� 94日目はをなお，� 17%の値

示したが，� 101日自には� 10%と更に減少し，� l駆虫前� 

133日目には� 8%であった。第� 1回駆虫により� 3日

後に� 2.5%と正常値に復した。

第3例，第4例共に著変を認めず，正常範囲内

の移動の値を示した。

ニ 小 括

人体経皮感染実験lζ於いて，時日の経過に従って

血液所見の変化を追求し，次の成績を得た。� 

1) 白血球数� 2例に於いて周期的増加を認め，

その最高値は 1万以上であった。� 2例K於いて著変

を認め得なかった。

2) 好酸球� 2例に於いて増加を認め，その最高� 

値は夫々� 40%，38，5%であり，駆虫によりいづれも

正常値l乙復した。� 2例l乙於いては著変を認めなかっ

た。

3) 赤血球数，血色素，網状赤血球，赤沈，血液

比重は全例lζ於いて著変を認めず，いづれも正常範

囲内の移動を示す値であった。

4 虫卵，一仔虫の出現状況� 

a まえカfき

鈎虫仔虫による感染実験に於いて，始めて尿中lと

虫卵の出現する迄の時日については，次の如く数多

くの諸家の報告がある。南崎� (1928)は自家実験に

於いて� 58日自民虫卵を認め，� Beaver (1955)はア

メリカ鈎虫仔虫による感染実験に於いて，� 7--8週� 

後に虫卵に認めたと述べている。山下� (1958) もヅ

ピニ及びアメリカ鈎虫仔虫の混合経皮感染に於い� 

て，� 54日自民虫卵を見出したとし， 富土田� (1957)

はアメリカ鈎虫仔虫による経皮，経口同時感染例K 

於いて� 99日自に不受精卵を認め，駆虫lとより雌一

隻を得ている。著者は虫卵，仔虫の排出状況につい

て二，三の知見を得たので報告する。� 

b 検査方法

1) 虫卵の検索

感染実験後� 1箇月目より硫苦加食塩水浮、活字法� 3本

の検査を行い，支障のない限り毎週必ず実施した。

2) 仔虫の検索

感染実験後� 1箇月目より尿� 0.2gを瓦培養法によ� 

って� 2枚の瓦lζ夫々塗、沫した。即ち，合計� O.4gの

尿を培養し，仔虫の種別並びに数を検鏡花よって確� 

かめ，支障のない限り毎週実施した。

C 成 績
 

1 虫卵排出状況: 表� 81C示す如くである。


第8表経皮感染時比於ける虫卵・仔虫発現状況

海3
虫卵発現日数 仔虫発現日数

硫3苦本値加食塩水 瓦培養法� 2枚値� 

A.d 

1 手 背� 66日 〈ー〉� 66日� 

2 手 背� 76日 (ー) 66日� 

3 手� (-) 
4 足 背� 156日(不授精卵)1 (ー) (ー〉

第� 1例� 59日目迄浮瀞法は陰性であったが，� 66日

目K浮説法� 3本の検査を行い，その中の� 1本K鈎虫

卵を� 1箇見出した。� 76日岳民浮活字法� 3本で� 3本とも� 

lζ夫々鈎虫卵を数箇認めた。以後浮瀞法は行わなか

った。

第2例� 66日目迄浮説法は陰性であった。� 76日

目』こ浮辞法� 3本の検査を行い，� 3本ともに夫々鈎虫� 

卵を数筒認めたので，以後浮説法lζ実施しなかった。

第� 3例全期聞を通じて陰性であった。

第� 4例� 49日目迄浮説法は陰性であった。� 56日
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目lζ浮治法� 3本の検査を行い，その中の� 1本lζ鈎虫

の不受精卵� 1箇を見出した。以後� 88日自民再び鈎

虫の不受精卵を� 1笛見出したのみであった。� 

2 仔虫の出現状況表� 8!乙示す如くである。

第� 1例，第2例共に�  59日目迄瓦培養法は陰性

であった。� 66日自に瓦培養法によりアメリカ鈎虫仔

虫のみを見出したが，以後駆虫日広至る迄，瓦培養

法によっては常にアメリカ鈎虫仔虫のみを見出し� 

Tこ。

を服用せしめた。

最終駆虫後3週間自民硫苦加食塩水浮瀞法� (3本

値〉と瓦培養法� (2枚値〉により，虫卵及び仔虫を

求めたが，いづれも陰性であった。� 

c 成 績

イ 虫体排出状況

虫体の排出状況は図� 1R.示す如くである。

第� 1例 第� 1回駆虫によりアメリカ鈎虫雄� 13隻，

雌� 32隻，ヅビニ鈎虫雌4隻を採虫した。第� 2回駆

第3例，第4例 共l乙全期間を通じて陰性であっ-虫によりアメリカ鈎虫雌4隻，ヅピニ鈎虫雄1隻を

た。

d 小 括

感染実験後� 1箇月日より浮瀞法� (3本値)，瓦培養

こ。T枚値)の検査を行い，次の成績を得(2法� 

1) 虫卵の出現状況� 2例に於いて，� 66日目と� 76

日自に鈎虫卵を見出し，他の� 1例lζ 於いて� 56日自

民不受精卵を見出した。この例に於いては全期間を

通じて不受精卵のみであった。� 

2) 仔虫の出現状況� 2例に於いて� 66日自民ア

メリカ鈎虫仔虫の出現を見Tこが，� 2例とも全期聞を

通じてアメリカ鈎虫仔虫のみであった。� 

5 感染成虫数�  

バ川� 

h
Ma まえがき
J
h
u

t
i
l
t入体経皮感染実験に於いて，南崎� (1928)，大磯 《

リ

採虫した。両回とも駆虫剤投与後� 24時間以内の排� 

No.l 

。

リ

ハ

リ

�

 

り
‘
 

出便より虫体を得，それより以後の排出便よりは虫

体を� 1隻も得る� ζ とが出来なかった。

第2例 第� 1回駆虫によりアメリカ鈎虫雄� 1隻，

雌6隻を採虫し，第2回の駆虫によっては遂に虫体

は得られなかった。乙の例lζ於いても第� 1例と同じ

く，駆虫剤投与後� 24時間以内の排出便より上記の

こ。T虫体を得� 

図� 1 駆虫状況�  

円。� !iO 

No.2
4(J -l() 

q

J

7

U

1

 

30 

n
1
a

庇
担
版

1
!
1

。υヲ“� 

。
 
(1930)，河西(1932)，梁� (1937)，吉田� (1958)，山

141 

下� (1958)等は駆虫を実施し，その排出虫体Kっき

排出状況，虫体の種別並びに大いき，鈎虫感染率に
50 50 

ついて述べている。著者は� 4例の人体経皮感染実験
40 

No.3 No.4 
40 

に於いて，完全なる駆虫を行い，感染成虫を得たの 30 。� 30 冨
口

で報告する。� f)X20 
虫

b 駆虫方法 数� 10

《
�
 2

1
υ

向。

成
虫
数
�
 

N.a宇1 

駆虫剤はいづれも四塩化エチレンを使用し，分服

せしめ，採虫を容易ならしめるために駆虫剤服用後� 

2時間にして芭硝� 25gを夫々多量の水と共に服用

せしめた。

採虫は駆虫剤服用後� 72時間迄の排出全便につい

て虫体の検索を行った。

駆虫実施日数及び四塩エチレン服用量は次の如く

である。

第� 1例，第� 2例共に第�  1回駆虫はγ 感染実験後� 

134日自に� 15球を服用せしめ，第2回駆虫は� 141日

自に� 13球を服用せしめた。

第3例 第1回駆虫は感染実験後� 141日目に� 15

球を服用せしめた。� 

第4例 第1回駆虫は感染実験後� 114日目R.15球

141 

第3例 虫体検索を行いしも，遂に不成功氏終つ� 

7こ。

第4例 第� 1回駆虫により，アメリカ鈎虫雌1隻

を採虫した。この例も第� 1例，第� 2例と同じく駆虫

剤投与後� 24時間以内の排出便より虫体を得，それ

以後の排出便よりは遂に虫体を検出し得なかった。

ロ 成虫の大いさと子宮内卵分裂状況

1. 虫体の大いさ

表� 9!こ示す如くである。

第� 1例 アメリカ鈎虫雌の大いさは 8.5mm~

11.5mmであり，雄の大いさは� 7.5mm  ~10.5 mm  

であった。ヅピニ鈎虫雌の大いさは 8.0mm~11.5 
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第9表排出虫体の大いさと子宮内卵分裂状況� 

.，......_，__.I 

No.l No.2 

134日乃至� 141日� 134日
， y 、.-骨~

[(ー) I合� 
10.9mm 

(ー) (-)
排虫� 1隻� 

A. d !山~山ml  I(ー)� I 
(-) |全ず尚て，却娘分時裂間卵進培行を養有せ手せ♀ 

排虫4隻
(ー) 

9.2mm
合

排虫15隻 排虫� 1隻� 1 (ー) I 
(-) 

N. a 8.5 mm~11.5 mm  11.0mm 
♀ (ー〉

排虫34隻 排虫6隻 排虫� 1隻� 

N分Lき0裂全，44進て8行分時白裂間す1隻借卵養をを後除有� 

mmであり，雄は� 1隻で� 10.9mmであった。

第2例 アメリカ鈎虫雌の大いさは� 9.5mm  '" 

11.5mmであり，雄は� 1隻で� 9.2mmであった。

第4例 アメリカ鈎虫雌1隻で� 11mmであった。� 

2. 子宮内卵分裂状況

表� 9I[示した子宮内卵分裂状況は次の如くにして

検鏡した。即ち，虫体を載物ガラス上にのせ，乙の

上l乙カバーガラスをのせ，虫体をつぶして検鏡し，

ついでつぶした虫体をそのまま� 2ccの櫨過水と共

に小試験管内に入れ，� 270Cの僻卵器内1[48時間静

置後，虫体を再び検鏡した。

第1例 アメリカ鈎虫雌はすべて子宮内崎裂卵

を有し，その分裂数は� 2.......8であった。培養後の虫

卵の分裂数は 8~32 であった。ヅピニ鈎虫雌はすべ

て子宮内に分裂卵を有せず，培養後の子宮内卵の所

見も同様に分裂を示している虫卵は認められなかっ� 

Tこ。

第� 2例 アメリカ鈎虫雌はすべて子宮内K分裂卵

を有し，その分裂数は� 2.......8であったが，培養後の

虫卵の分裂数は� 8--32であった。

第4例 アメリカ鈎虫雌1隻であるが，子宮内K

分裂卵を有せず，培養後の子宮内卵の所見も培養前

と全く同様の所見を呈していた。

ハ 鈎虫感染者率と鈎虫感染率� 

1. 鈎虫感染者率� 

表� 10 1[示す如くであるが，第3例は遂に両種鈎� 

虫共感染し得なかった。虫種別t乙見るとアメリカ鈎

虫は被験者4例中� 3例に感染を見たので，その鈎虫

第� 10表経皮感染実験l乙於ける鈎虫感染者率

虫 種(被検人員|感染者数� l感染者率� 

A.d 25% 

N.a 75% 

感染者率は� 75%であり，ヅピニ鈎虫は被験者4例

中1例l乙感染を見たので，その鈎虫感染者率は� 25% 

であった。

2. 鈎虫感染率� 

表� 111乙示す如くであるが，鈎虫感染率は皮膚侵

入仔虫数に対する感染成虫数の百分率を以って現わ

した。

第� 11表経皮感染実験に於ける感染成

虫数及び鈎虫感染率

主
症例

部 位

虫夏侵入仔� I121 I 59 I 52 I 13 

A.d 感染成虫数� I 5 I 0 I 0 。
鈎虫感染率� I4.1% 10% I0% 10% 

議侵入仔 I112 I 67 [ 75 I 18 

N.a 感染成虫数� I 49 I 1 

I0% 1..4%[43.7%[10鈎虫感染率� 5.5% 

第� 1例 アメリカ鈎虫に於いて，皮膚侵入仔虫数� 

1121乙対して感染成虫数� 49隻，� 43.7%であり，ヅピ

ニ鈎虫l乙於いて，皮膚侵入仔虫数� 1211乙対して感染

成虫数5隻，� 4.1%であった。

第2例 アメリカ鈎虫l乙於いて，皮膚侵入仔虫数

671乙対して感染成虫数7隻，� 10.4%であり，ヅピニ

鈎虫l乙於いて，皮膚侵入仔虫数� 591ζ対して感染成

虫数0隻，� 0%であった。

第� 3例 アメリカ鈎虫に於いて，皮膚侵入仔虫数� 

75 1[対して感染成虫数O隻，� 0%であり，ヅピニ鈎

虫に於いて，皮膚侵入仔虫数521と対，して感染成虫

数� 0隻，� 0%であった。

第4例 アメリカ鈎虫lζ於いて，皮膚侵入仔虫数
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18 K対して感染成虫数1隻，� 5.5%であり，ーヅビ、ニ

鈎虫K於いて，皮膚侵入仔虫数� 13 I乙対して感染成

虫数0隻，� 0%であった。

d 小 括

感染実験後� 114日目より� 141日自にわたって四塩

イじエチレンにより駆虫を行い，次の成績を得た。� 

にかけて感染実験を行った。即ち，それより以後� 12

月，� 1月，� 2月，� 3月と所謂，冬期を遇え，自然感

染の機会が前述の諸氏の実験に比してより少いと思� 

われ，乙の事より実験結果の正確さをより高めるべ

く努めた。

2) 感染部位については手背と足背を選んだ。� 

1) 鈎虫感染者率はヅピニ鈎虫については� 25% 即ち，河西� (1932)，吉田� (1958)，は前障に，山下

であり，アメリカ鈎虫については� 75%であった。(1958)は手背に仔虫の感染を行っているが，永井� 

2) 鈎虫感染率 第� 1例はアメリカ鈎虫が� 43.7% 

ヅピニ鈎虫が� 4.1%の鈎虫感染率を示し， 第2例は

アメリカ鈎虫が� 10.4%，ヅピニ鈎虫は遂に感染の成 

立を見なかった。第3例はアメリカ，ヅビニ両種鈎

虫共感染の成立を見ず，また第4例はアメリカ鈎虫

は5.5%，ヅピニ鈎虫は遂に感染し得なかった。

3) 虫体の大いさはアメリカ鈎虫雄は� 7，5mm....... 


10.5mmであり，雌は� 8.5mm  .......11.5m mであった


が，ヅビニ鈎虫雄は� 10.9mmであり雌は� 8.0mm....... 


11.5mmであった。

4) 子宮内卵分裂状況 アメリカ鈎虫雌は� 1隻を

除き，その子宮内に分裂卵を有し，ヅピ、ニ鈎虫雌は

すべて，その子宮内に分裂せる虫卵を認め得なかっ

Tこ。� 

IV 考 察

ヅピニ鈎虫，アメリカ鈎虫の人えの主要感染経路

が経皮的であるか，経口的であるかを明確にする事

は，両種鈎虫の感染予防対策上重要な問題であるが，

近時此の両種鈎虫の生物学的主要感染経路を，人体

(1956)の鈎虫仔虫による皮膚炎と思われる“乙え

かぶれ"の調査によれば，鈎虫の経皮感染は自然界

lζ於いて，手背または足背より行われる場合が少く

なく，前陣よりする感染よりも，手背または足背よ

りする感染が，自然の状態K近いと考えて，手背と

足背を選んだ。� 

3) 外界温を� 250Cと180Cの二通りに保ったがs

これは鈎虫仔虫の皮膚侵入機転については，仔虫自

体の外界lζ於ける運動能が重大なる関係があり，乙� 

の運動能に対して諸種の外界の環境条件の中で特lζ 

気温の関係が深いと思われたからである。即ち，仔

虫の組織侵入性の差は仔虫の� vitalityの程度の差，

宿主側の条件特に皮膚の状態の如何等と共に外界温� 

の差l乙帰せしめる事が，或る程度可能なのではない

かと考えられるからである。西村� (1958)はヅピニ

鈎虫仔虫と犬鈎虫仔虫を種々の温度下K，人血清を

入れた家兎小腸と水中花於いて，接触せしめ，家兎

小腸えの鈎虫仔虫の侵入率を求めた結果，同)温度

下に於いても仔虫の侵入率の変動は大きいが之を検

討すると，ヅピニ鈎虫仔虫では� 240C，270C，390C K 

感染実験Iとより解決せんとする試みが，吉田(1958)， 於いて，犬鈎虫仔虫では� 240C，270C，360C Ir於いて

山下� (1958)，平川(1958)等によって行われた。著

者は� 4人の未だ鈎虫民感染した事のない被験者IL，

両種鈎虫仔虫を夫々別々に，同一人民間時IL，ほほ

同数づっ，手背若しくは足背に作用せしめ，前述の

如き成績を得たので，実験方法並びに実験結果につ

いて次の如き考察を試みた。� 

1 実験方法について

1) 最初に感染実験を行った時期について考察し

てみる必要がある。従来の感染実験については，乙

の時期について特別の考慮を払った者は少し南崎

(1928)，大磯(1930)，河西(1932)，梁(1937)は� 

夏期に感染実験を行っている。この事は秋期比於け

る鈎虫仔虫の人えの自然感染の慎れが無きにしもあ

らずの感を抱かせ，出来得ればその様な危倶のない� 

時期を選んでの実験が望しい。これ等の事を考慮IL 

入れて，著者はその時期を� 11月下旬から� 12月上旬

侵入率の高まりがあり，ヅビニ鈎虫仔虫の侵入率の

最高は� 24
0Cで� 68%を示し，� 180C IL於いては平均� 8

%であったとしている。著者は 1例のみではあった

が，同一人について� 250Cと180Cの下に於ける仔虫

の皮膚侵入率をかかる観点から観察した。

なお，感染実験日と同じ気温状況を再現せしめて

その場合の手背及び足背上の水滴の温度を熱電対で� 

測定した。これによると気温を� 250Cに保った場合，

手背と足背上の夫々の水滴中の温度は300Cと24.30C

であり，� 180Cの気温下に於いては，夫々� 27.20Cと� 

20.90Cを示し，� 180Cより気温を低下せしめる時は，

それより急激に上記の温度は低下し，外気温� 15SC

の時手背上の水滴温は� 19.1CC，足背上の水滴温は

16.50Cであった。

4) 被験者については感染実験前の鈎虫感染の既

往歴がないとと及び感染実験中に重感染のないこと
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を必要条件とする故，看護学校生徒及び男子学生を 定はし難いが，外界温の差は皮膚侵入仔虫数民影響

選んだ。 を与えるものであろう。� 

5) 感染実験に用いた仔虫数の算定は子川氏法 第� 1例に於いては外界温が� 180Cであったにも拘� 

(1957)1とより正確を期し得たと考える。山下(1958)， らず，ヅピニ鈎虫仔虫が� 98.3%，アメリカ鈎虫仔虫

吉田� (1958)，梁� (1937)等はいづれも作用せしめ

る仔虫数の計算法についての記載をなしていない

が，おそらく河西(19"32)と同様，載物ガラス上或

いは時計皿上に於いてその数を数えたものと思われ� 

る。併し載物ガラス等の上では仔虫が自由にその位

置を変えて顕微鏡の視野外l乙逸脱する� ζとが多く，

計算が不正確になり易い。著者は乙の点に留意して

平川氏法により算定したのである。

6) 手背または足背より仔虫を感染せしめる方法

については，河西� (1932)は土壌を皮膚K塗抹し，

この土壌の中に仔虫含有液を滴下して感染を行い，

永井� (1956)はガーゼ片を皮膚上にのせ，ガーゼの

上に仔虫含有液を滴下している。吉田(1958)，山下

(1958)は一定数の仔虫を水滴と共に皮膚に作用せ

しめて感染を行った。著者も同様の方法により仔虫

を皮膚に作用せしめ，且つ，皮膚上の水滴が蒸発し

尽きぬ様に留意した。乙の方法によれば皮膚えの未

侵入仔虫数を算定するのに容易であり，且つ，水滴

中の仔虫はその運動性を同一状態に保ち得たと思わ

れる。

2 皮膚侵入率について

河西� (1932)，大磯(1930)は種々の外界温の下

に鈎虫仔虫を皮膚より侵入せしめ，その侵入率につ

いて述べている。即ち，河西はアメリカ鈎虫仔虫に� 

よる経皮感染実験について，� 2例lζ於いて同一人に

夏期，冬期，春期の三回にわたって実験を行い，そ

が80%の高い皮膚侵入率を示したが， 乙れは実験

時手背に輝裂性湿疹が存し，皮膚欠損部が存在した

ためであろうと考えられる。

3 鈎虫仔虫による皮膚炎について

永井(1956)は人体に於ける実験的鈎虫仔虫皮膚

炎に於いて，犬鈎虫仔虫は人鈎虫仔虫に比して極め

て微弱な変化しか生じなかったが，それは非固有宿

主としての人聞に於いては，本仔虫皮膚侵入の可能� 

性が少いためとは必ずしも考えられないと述べてい

る。柳沢(1957)はヅビニ及びアメリカ鈎虫仔虫を

同数，人の皮膚より感染せしめた場合，後者の皮膚

炎症状は前者の皮膚炎症状より柏、著明であり，農村

氏於いて鈎虫によると思われる皮膚炎を調査する� 

と，アメリカ鈎虫による皮膚炎はヅピニ鈎虫による

皮膚炎よりも頻度は多い傾向がある。ピがこれでア

メリカ鈎虫が皮膚症状が強いとは断定し難いとし

て，感染時の仔虫数の多寡の問題，或いはこの方面

の免疫学的現象が殆ど解明されてない今日比於いて

はこの問題の決定は将来の課題であらうと述べてい

る。著者の成績に於いて，第� 1例は皮膚侵入仔虫数� 

がヅビニ鈎虫� 121，アメリカ鈎虫� 112と凡そ同数で

あり，、それ等の皮膚炎症状も同程度の強さと持続期

間であった。第4例は皮膚侵入仔虫数がヅピニ鈎虫

13，アメりカ鈎虫� 18と少数であった故か，両者共lと

皮膚炎が認められなかった。以上の成績を比較検討

すると，鈎虫仔虫による皮膚炎症状の強弱の程度は

の皮膚侵入率が夏期比は� 86%，81%，冬期Kは77%， 皮膚侵入仔虫数の多寡� lζ関係を持つものの如くであ� 

64%，春期Kは72%，73%であって，夏期が冬期

に比して皮膚侵入率が高いと述べている。大磯はブ

ラジjレ鈎虫仔虫の経皮感染実験に於いて，� 2例Kつ

いて同一人に� 1月(外界温� 200C) と7月(外界温

300C) I乙実験を行い，その侵入率は� 1月には� 82%，

83%，7月には� 86%，97%であり，� 7月(外界温

30~C) が 1 月(外界温 200C) に比して皮膚侵入率が 

高いと述べている。著者も� 1例ではあるが第2例に� 

180Cと25
0
Cの二通りの外界温の下に於いて実験を

行い，� 180Cの下に於いでは皮膚侵入率はアメリカ� 

鈎虫仔虫が� 36.6%，ヅピニ鈎虫仔虫が� 7.5%，25
0
C 

ーの下ι於いては皮膚侵入率はアメリカ鈎虫仔虫が

62.19る，ヅピニ鈎虫仔虫が� 83%の成績を得たが，再

感染時の皮膚面の荒れも考慮に入れるとにわかK断

ると思われる。

第2例は初感染実験K於いて両手背K皮膚炎が認

められず，再感染実験K於いて皮膚炎が両手背K認

められたが，乙の� 1例のみを以ってしてはアレルギ� 

ーとの関係もきわめ難く，その各々の皮膚侵入仔虫� 

数と比較すると誠氏興味のある問題である。� 

4 症状について

1) 自覚症状に関して症状及び原因について精し� 

く報告したのは前述の如く� Looss(1904)である。

Loossは症状として咳轍，項声，略疾等の呼吸器症

状を述べると共1[，その原因として人鈎虫仔虫の経

皮感染の際，その仔虫が皮膚に侵入してより気管，� 

咽頭，食道を経て腸K至るのであるが，この気管，

咽頭を通る際その部氏炎症を生じ，� ζのTこめK呼吸
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器症状が認められると考えた。南崎(1928)，大磯

(1930)，河西� (1932) も感染実験に際し呼吸器症状

が全例に認められたと述べている。吉田� (1958)は

実験成績より，経皮感染は経口感染よりも若菜病症

状が起り難いと述べている。著者は� 4例の経皮感染

実験に於いて第� 1例K劇しい呼吸器症状iを認め，他

の3例lと軽度の呼吸器症状を認めたが，第� 1例の皮� 

膚侵入仔虫数が両種仔虫を合計して� 233であり，他� 

の3例は夫々の合計が� 126，127，31と凡そ第� 1例の

半数以下の皮膚侵入仔虫数であったためではないか

と考えられる。即ち，自覚症状の強弱の程度は皮膚

侵入仔虫数と関係があるのではないかとの示唆を受

けるものであるが，第4例に於いては皮膚侵入仔虫� 

数が合計� 31と少数であるにも拘らず， 自覚症状が

中等度であったのは，被験者が� Penicilinの注射に

際し，過敏症を示すという事実と考え合わせると興

味のある問題である。とまれこの若菜病様症状の発

来機転の解明花関しては，今後の研究にまちたい。

2) 血液所見については河西(1932)が詳細な報

告を試み7周期的な白血球数の増多と好酸球の増加

を述べ，梁� (1937) も同様な所見を認めている。著� 

者の成績に於いても第� 1例と第2例に白血球数の周

期的増加を認めた。

好酸球の増加は第� 1例と第2例に認められ，第� 3

例と第4例lζは著変を認められなかったが，これは

皮膚侵入仔虫数と好酸球の聞の関係が一方的に決定

されるのではなくて，その他の因子も好酸球増加と

言う現象に関与するものではなかろうか。駆虫後に

於ける好酸球の減少状態は，第� 1例は第2回駆虫後

2週間を経過して，第2例は第� 1回駆虫後3日を経

過して正常値比復した。

5 虫卵，仔虫の出現状況について� 

仔虫を皮膚K作用せしめてから初めて虫卵又は仔

虫を見出す迄の日数について，� Beaver (1955)はア

メリカ鈎虫については 7~8 週であったと報告し，

吉田� (1958)は同じくアメリカ鈎虫について� 94日

自に不受精卵と思われる虫卵を認めたと述べてい

る。著者は第� 1例に於いて� 66日目，第� 2例� K於い

て76日自に初めて虫卵を見出し，仔虫の発現は第� 1

例，第2例共にアメリカ鈎虫仔虫のみを� 66日目に

認;めた。

人鈎虫の不受精卵について伊佐� (1959)は犬鈎虫

仔虫の不受精卵の形状より推測し，人鈎虫l乙於いて

も不受精卵は糞便中に破壊されないで虫卵として見

出されることは甚だ少いものと考えると述べている� 

が，著者は第4例K於いて.56日自民始めて不受精� 

卵を見出し，以後全期間を通じて時折不受卵のみを

認めた。富士田� (1957)も同様の事を経験し，駆虫

により雌1隻のみを確認したと報告しているが，著

者も亦雌� 1隻のみを駆虫により得て，之を確認し

?こ。

6 感染成虫数について

1) 駆虫剤は四塩化エチレンを使用した。従つて

虫体は破壊される事が少く，ために採虫作業を容易

ならしめ，且つ虫体の計測をなすに便であった。駆

虫剤投与後� 24時間以内の排世便よりのみ虫体を見

出した事は小宮� (1955)の報告の如くであった。

2) 子宮内卵分裂状況Kついて，伊佐(1957)は

少数寄生の場合K雌虫，雄虫の両者の寄生部位の距

離が相当離れているために受精の機会がない時は，

理論的l乙は受精が行われない場合も考えられると述

べているが，著者の成績K於いて，第� 1例はヅピニ

鈎虫の雌虫，雄虫の両者が寄生しているにも拘らず� 

すべての雌虫の子宮内K分裂卵を認めなかったこと

は伊佐の報告を裏書きするものであろう。

7 鈎虫感染者率，鈎虫感染率及び鈎虫の主要

感染経路について� 

1) 鈎虫感染者率著者の成績に於いてはヅビ、ニ

鈎虫について� 4例中� 1例，� 25%，アメリカ鈎虫につ

いては� 4例中� 3例，� 75%の鈎虫感染者率を示したο

乙の事は感染に用いた仔虫数と深い関係があり，皮

膚侵入仔虫数が少いと感染の可能性が小となり，従

って感染者率も低下するのは当然であるが，著者の

実験に於いては，夫々同一人lζ両種鈎虫仔虫を，ほ� 

ぼ同数づつ経皮感染せしめて，上述の如き結果を得

たのは興味深い。� 

2) 鈎虫感染率河西(1932)はアメリカ鈎虫仔

虫による� 3例の経皮感染実験例K於いて，� 11%，12 

%， 13%の鈎虫感染率を，大磯� (1930)はブラジjレ

鈎虫仔虫による� 3例の経皮感染実験例に於いて，� 6 

%， 4%，9%の感染率を，梁� (1937)はヅビニ鈎虫

仔虫による� 3例の経皮感染実験例l乙於いて，� 26%， 

26%，28%の鈎虫感染率を示したと述べている。然

し乍ら同一人に同時に，ヅピニ及びアメリカ鈎虫仔

虫を経皮感染せしめて，その両種鈎虫の感染率を示

したのは山下(1958)の感染実験について見るのみ

である。即ち山下はヅビニ鈎虫に於いて� 12%，アメ

リカ鈎虫lζ於いて� 11%の鈎虫感染率を得たと述べ

ている。著者は� 4名の被験者に，同時に同一人にほぼ

同数のヅビニ及びアメリカ鈎虫仔虫を経皮感染せし
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め，各人民ついてヅピニ鈎虫とアメリカ鈎虫の感染

率がいづれが高いかを検討し，次の成績を得た。第

1例はヅピニ鈎虫は� 4.1%，アメリカ鈎虫は� 43.7%，

第2例はヅピニ鈎虫は� 0%，アメリカ鈎虫は� 10.4%，

第3例はヅピニ鈎虫， アメリカ鈎虫共に� 0%，第4 

例はヅ・ピニ鈎虫は� 0%，アメリカ鈎虫は� 5.5%の鈎虫� 

感染率を得7こ。即ち，� 3例に於いてアメリカ鈎虫が� 

ヅビニ鈎虫lζ比して鈎虫感染率が高く，� ζの事はヅ

ピニ鈎虫がアメリカ鈎虫K比して経皮感染をなし難

いと考えさせるものであらう。� 

3) 主要感染経路について 平川� (1958)はヅピ

ニ及びアメリカ両種鈎虫仔虫を有志者4名K経口，

特に経胃的lζ混合投与し，両種鈎虫の夫々の感染率

を求めたところ，ヅピニ鈎虫に於いて� 37.7%，48%，� 

70.1%，79.3%，アメリカ鈎虫lζ於いてはすべて� 0%

の成績を得た。よって平川の成績を参照しつつ，著

者の成績より考察すれば，ヅピニ鈎虫仔虫は経口特

に経胃的lζ人体lと侵入した場合は容易に成虫になり

得るに反して，経皮的Iとは皮膚内に侵入し得ても成

虫にまで成育するものが少く，� ζれに反してアメリ

カ鈎虫仔虫は経口特に経胃的には感染し難いが，経

皮的lとは侵入発育して成虫となるものがヅピニ鈎虫

仔虫より透かlζ多しこの理由の解明は将来l乙侯ち

たいが，上述の実験結果より見ると鈎虫の主要感染

経路は生物学的にはヅピニ鈎虫は経口主道，アメリ

カ鈎虫は経皮主道と考えられる。� 

V 結 論

著者は� ζ乙数年来鈎虫感染の機会が認められなか

った� 4名の被験者lζアメリカ鈎虫仔虫，ヅピニ鈎虫

仔虫を夫々同時に，同一人lと，ほぼ同数，手背叉は

こ。7と作用せしめ，次の結果を得l足背� 

1. 皮膚侵入率はヅピニ鈎虫に於いて，� 18
0
Cの下� 

K 7.5%---98.3%，250Cの下K46.4%----83%を示し，

アメリカ鈎虫K於いては，� 18
0 Cの下に� 36.6%----80%，� 

250 Cの下K62.1%----62.5%の値を示した。� 

2. 鈎虫仔虫による皮膚炎はアメリカ鈎虫仔虫l乙

於いては� 4例中� 3例K，ヅピニ鈎虫仔虫に於いては� 

4例中� 2例に観察され，掻痔感，広痛等の自覚症状

と紅斑，丘疹，色素沈着等の他党症状が認められ，

その持続期間は� 1----5週間であった。� 

3. 自覚症状は咳欺を全例l乙認めたが，� 1例は特

に劇甚で且つ長期間にわたって観察された。� l塔疾は� 

3例が排出し，暖声も� 3例l乙出現したが，� 1例は無

戸の状態になった。� 

例に認め2白血球数の増多と好酸球の増加を� 4. 

その最高値は夫々� 40%，38.5%で、あった。� 

5. 虫卵の出現状況は� 2例に於いて� 66日目と� 76

日自民鈎虫卵を見出し，� 1例l乙於いては� 56日目 lζ不

受精卵を認めた。仔虫の出現状況は� 2例K66日目

lζアメリカ鈎虫仔虫のみを見出した。

6. 鈎虫感染率lと関しては，ヅピニ鈎虫lζ比して

アメリカ鈎虫の感染率がより高い値を示した。

稿を終るに臨み，御懇篤なる御指導と御校閲

を賜わった思師柳沢利喜雄教授，並びに御指導

を頂いた水野哲夫助教授に深謝し，種々御助言

を頂いた予研寄生虫部小宮義孝先生に謹んで、謝

意を捧じ，実験lと御助力下さった進士久子，萩

原満子，佐藤文子及び山倉一夫の諸氏lと衷心よ
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